
　　
今
年
の
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、定
植

後
の
低
温
や
日
照
不
足
・
降
雨
、ま

た
、晴
天
時
の
高
温
多
湿
に
よ
っ
て
、

病
気
の
原
因
と
な
る
カ
ビ
の
発
生
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。特
に「
黒

す
す
病
」は
、著
し
く
商
品
価
値
を
低

下
さ
せ
る
た
め
、定
期
的
な
防
除
が

必
要
で
す
。育
苗
期
か
ら
の
予
防
や
、

病
原
菌
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
病
原
菌
は
カ
ビ
の
一
種
で
、前
年

の
被
害
残
渣
や
、種
子
で
越
年
伝
染

し
ま
す
。気
温
25
℃
前
後
の
時
、降

雨
と
強
風
に
よ
り
多
発
し
ま
す
。

　
被
害
が
出
た
圃
場
で
は
連
作
を
避

け
、ア
ブ
ラ
ナ
科
以
外
の
品
目
で
輪

作
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、多
湿

条
件
下
で
多
発
す
る
た
め
、明
渠
の

設
置
や
ト
ン
ネ
ル
換
気
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。湿
度
を
下
げ
る
対
策
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
発
病
し
た
葉
に
は
褐
色
小
斑
点
お

よ
び
円
形
〜
楕
円
形
の
輪
紋
病
斑
を

形
成
し
ま
す
。や
が
て
病
斑
中
央
部

に
穴
が
開
き
、病
斑
周
辺
は
黄
色
に

な
り
ま
す（
写
真
❸
）。ま
た
花
蕾
は

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
た
後
、病
斑

が
拡
大
し
て
黒
褐
色
に
腐
敗
し
ま

す
。病
斑
部
に
は
黒
色
の
カ
ビ
が
密

生
し
ま
す（
写
真
❹
❺
）。

　
出
蕾
前
に
葉
に
病
斑
が
発
生
す

る
と
、花
蕾
へ
病
斑
が
進
行
す
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、葉
の
発
病

を
抑
え
る
よ
う
、表
❷
の
殺
菌
剤
で

予
防
散
布
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
黒
す
す
病
と
似
た
病
害
の「
黒
腐

病
」は
、細
菌
病
で
葉
に
黄
褐
色
Ｖ
字

形
の
病
斑
を
形
成
す
る
点
で
区
別
で

き
ま
す
。登
録
薬
剤
も
異
な
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す（
写
真
❻
）。

　
表
❶
を
参
考
に
、登
録
の
あ
る

薬
剤
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
紋
枯
病（
写
真
❶
）

　
紋
枯
病
は
降
雨
後
の
高
温
、多

湿
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

地
際
か
ら
発
生
し
、上
部
へ
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。７
月
以
降
に
収
穫

を
す
る
露
地
作
で
、昨
年
も
発
生

し
た
圃
場
で
は
特
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

【
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】①
雄
穂
形

成
時
、②
雌
穂
形
成
時（
絹
糸
が

出
る
前
）

●
す
す
紋
病（
写
真
❷
）

　
低
温
時
の
降
雨
条
件
下
で
発
病

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。５
月

下
旬
ご
ろ
に
予
防
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ・オ
オ
タ
バ
コ
ガ

　
雄
穂
の
抽
出
初
期
か
ら
侵
入
し

て
き
ま
す
。
一
度
、侵
入
す
る
と

防
除
は
困
難
で
す
。茎
や
穂
に
潜

り
込
む
の
で
、薬
剤
防
除
は
細
か

く
、丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】①
雄
穂
出

穂
初
期
、②
雄
穂
出
穂
盛
期
、③

雌
穂
絹
糸
出
穂
盛
期

●
ア
ブ
ラ
ム
シ

　
成
虫
・
幼
虫
が
葉
、雄
穂
、子
実

な
ど
の
汁
を
吸
う
た
め
、多
発
す

る
と
株
が
弱
り
ま
す
。ま
た
、吸

汁
し
て
糖
分
を
含
む
液
体
を
排
泄

す
る
た
め
、多
発
し
た
場
合
、排
泄

物
の
上
に
黒
い
か
び
が
発
生
し
ま

す
。

【
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】①
雄
花
出

穂
前
、②
子
実
肥
大
期

　
雄
穂
の
切
除
も
効
果
的
で
す
。

切
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、雄
穂
か

ら
花
粉
が
出
な
く
な
り
、受
粉
が

完
了
し
た
こ
ろ
で
す
。

　
絹
糸
が
抽
出
し
て
か
ら
３
週
間

前
後
を
目
安
に
試
し
採
り
を
行
い

ま
し
ょ
う
。収
穫
適
期
を
２
日
も

過
ぎ
る
と
、過
熟（
実
が
濃
い
黄

色
）に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。生
育

が
進
ん
で
い
る
実
を
優
先
的
に
収

穫
し
、適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
収
穫
は
、朝
採
り
に
努
め
ま
し

ょ
う
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
昼
間
、呼

吸
と
並
行
し
て
葉
で
光
合
成
が
行

わ
れ
、炭
水
化
物
が
作
ら
れ
ま
す
。

葉
で
作
ら
れ
た
炭
水
化
物
は
夜
中

に
実
へ
と
送
ら
れ
、こ
れ
が
甘
み

と
な
り
ま
す
。日
光
に
当
た
る
こ

と
で
呼
吸
が
旺
盛
に
な
り
、蓄
え

て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー（
糖
分
）を
消

費
し
て
し
ま
い
ま
す
。

写真❻　黒腐病の病斑

春ブロッコリー トウモロコシ
やさいの里営農センター　営農指導員　中村 克己 グリーンプラザ　営農指導員　三枝 宏禎

き
ょ

め
い

さ

ざ
ん

令
和
２
年
産
の
振
り
返
り

黒
す
す
病

病
害
虫
防
除
の
徹
底

適
期
収
穫
で
食
味
・
糖
度
向
上
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表❷　ブロッコリーの「黒すす病」に登録のある殺菌剤

表❶　トウモロコシの防除薬剤

写真❶　紋枯病

写真❷　すす紋病

10月の分析経過について
合計4点

土壌診断点数 …… 合計16点

※残留農薬分析において、基準値を上回る成分は検出さ
れませんでした。

↓登録はこちらから（登録無料）

「営農情報メール」配信中！
作柄情報、病害虫対策、青果物概況、
イベント案内など、営農に役立つ最新
情報をお届けします。

ＪＡ山武郡市の組合
員ならどなたでも
登録できます。

秋ダイコン
秋ブロッコリー
サラダ菜
越冬ナス

1点
1点
1点
1点

薬 剤 名
リゾレックス水 和 剤
トリフミン水 和 剤

チルト乳 剤 2 5
フェニックス顆 粒 水 和 剤

トレボン乳 剤
プレバソンフロアブ ル５

アファーム乳 剤
モスピラン顆 粒 水 溶 剤

コルト顆 粒 水 和 剤

希 釈 倍 率
1500倍

2000 ～ 4000倍
1000倍

2000 ～ 4000倍
1000倍
2000倍

1000 ～ 2000倍
2000 ～ 4000倍

4000倍

使 用 時 期
収穫１４日前まで
収穫７日前まで
収穫７日前まで
収穫前日まで

収穫７日前まで
収穫前日まで

収穫３日前まで
収穫前日まで
収穫前日まで

▲写真❸　葉の病斑

使 用 回 数
２回以内
３回以内
２回以内
２回以内
4回以内
３回以内
２回以内
３回以内
３回以内

適 用 病 害 虫
紋枯病

すす紋病

アワノメイガ

オオタバコガ

アブラムシ類

▲写真❹　初期病斑

◀写真❺　病斑の拡大

アミスター20
フロアブル 2000倍 収穫3日前まで ３回以内 ○ ○◎

予防
使用時期希釈倍率薬  剤  名

特　　性

治療 浸透
移行

使用回数 他の適用
病害

べと病

アフェット
フロアブル 2000倍 収穫前日まで ３回以内 △ △◎ 菌核病

パレード20
フロアブル 2000倍 収穫前日まで ３回以内 ○ ○◎ 菌核病

農 作 業

テクニカル ダイアリー

残
留
農
薬
分
析
点
数

多
成
分
一
斉
分
析


